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天理教教理史断章（63）

その他の文書⑥
 天理教校研究所研究員

おやさと研究所嘱託研究員
　　安井　幹夫　Mikio Yasui

（続　端無常三郎）【　】内は前号の言葉。
【あし】のつまさきまで、みな神様のかりもの、かりものであ
ろふ。なぜともふすならバ、いまいきて、じゆふじいざいしに
なるとゆふハ、なんのおかげでござりましよ。じきもつわ、あ
らばこそ、いきているのてこさりましよ。しからば、じきもつわ、
なんのをかげでごさりましよ」（12オ）
もつたいなくも、てんの月日、すいき（け）ぬくみわ、はる、なつ、
あき、ふゆふの四気〈四季〉にわかれて、ごしうごくださるから、
ご々く、そをもく、りゆふけいつさいをゝつくりくださる上に、
人間わ、なに一つもふじゆふなく、くらせるのでこさりましよ。
又人間心ろで、もす」（12ウ）
なら、わがからだ、わがものである、わがめでゑみる〈みゑる〉、
わがくちでゆふ、わがてでする、わがあしであゆふむ、わがち
ゑで、しゆふせはつだつといゑども、すこしでも、かはねのき
れるときハ、じゆふぶとなをす事わできまゑ、もと々神様のを
こしらゑくだされたる、御く」（13オ）
すりか、又ハ神様ゑ、きがんをするか、せねばならまゑ。又人
間をこしらゑるにも、わがふうへでつくると、をもゑども、
わがふうへで子がつくれるならば、子のなき人と子のありす
ぎる人、ありそな事わない。又わが子、わがつくるならハ、い
ざりめくらをしつんぼ」（13ウ）
をこしらゑるをやわ、ありそな事わござりますまゑ。しからば、
人間みのうちわ、神様のかりものかしものでありまあしよ。ゆ
ふわゑる、わがくにの、もとないせかい、ない人間をつくりく
だされた国常立の神、にゝよくんの神、あやかしこねの神、く
にさつちの神、つきよみ」（14オ）
の神、この八はしらの神様のかしものかりものでありましよ。
又このいざなきの神、いざなみの神、この二はしらの神様ハ、
人間のふたをやとなり、人間をこしらゑくださつたが、圓いゑ
に、わがくにの人ハ、たにんとゆふわ、一人もござりません。
しかゑけいてならバ、たがい」（14ウ）
たがいたすけやい、ころぶものならバをこしてとうり、きれる
ものなら、つないでとをるとゆふわ、しいとを〈至当〉の人間
でこさりましよ。かくのごとく、たかいたすけやふわ、しとを
の人間でありまするが、それとにかく、よのなかにハ、しゆふ
じん、をやさまにむかつて、あくわ」（15オ）
ざをむかい、をつとをころし、によぼをころし、子をころし、
しゆふじさまべ、をこないするものもござりまするが、これ
らとゆふわ、ばんもつの、れ〈霊〉どころでない、にんめんと
ゆふてよかろ、をもいまするそよ」（15ウ）

　16オ〜ウは白紙。
　17オ〜 39ウは「神の古記」が記されているが略。
　40 ウ〜 48 オは、「明治廿二年旧十月十五日午後十時四十分」
の「おさしづ」を記載。おさしづ書では、明治 22年 11 月７日
午後 10時 40 分　刻限御話、に相当するもの。
　48ウは白紙。

　49オ〜ウには、次の一文あり。

あちらもじいしよ、こちらもじ上、ゆうことわ、かなゑ〈家内〉
むつまじないとゆふこと。
こんなじ上かいな、こんなじ上かいなゆふハ、これまでのは　
んたゑ〈反対〉、をくのひとに、あいとゆふ事なくハいかん、
をもいもせす、とをれバ、けこなみちがある
あいそすかぬよ〈愛想尽かぬよう〉

49ウの途中から、お話が記述されている。
此、天理教会の本部ハ、やまとの国山辺郡三しま村五番地ニあ
りまして、此をしゑを、おひろめあそばしたる教祖様と申こし
ハ、をんなごでありまして、もとより、ちゑのありまた」（49ウ）
御かたでもなく、がくもんのひろいをかたでもな、あらず、ち
方でをな〈御名〉のミたかきをかたでもない、只けつこふな事、
まことの心を御あらわしなされたゆへ、てんの月日様が、その
せいしんをうけとりあそばして、月日様があまぐだりての、御
ハなしであります。そこで此のてんり」（50オ）
王の命さまとわ、国常立命様、おもたるの命様、くにさつちの
命様、月よみの命様、くもよみの命様、かしこねの命様、たい
しよく天の命様、大とのべの命様、いざなぎの命様、いざなみ
の命様、此、十様の神さまをあわして、天理王の命様と申します。
此御ハなしにハ、人間日々くらす」（50ウ）
その中ニよき事も、あしき事も、みなめへめゑのしてきた事が
はゑてきたのである、との御はなしであります。人間のしてき
た事、よきもあしきも、どうても、これわみなはゑてこをにや
ならん。どんな病気に、かゝるも、さいなんにおうのも、又し
やわせのよきも、あしきもみな」（51オ）
めへめゑのたねまいたら、はゑてきたと、きかせられ舛。第一
人間わからだほど、たいせつなものわあるまい。どんな事でも、
からだがあるからでける。くう事もきる事も、すむいゑも、か
らだがなけにや、いらんもの。此からだがあるゆふへに、はた
らかにやならん、くわにやならん。そのは」（51ウ）
たらくからだわ、だれのをかげや、みなかみさまの御かげであ
ります。なにほど、ハたらかにや、くう事ができんとゆふても、
やまいでなんぎしていたら、なをくう事も、はたらく事ハでけ
まい。そうしてみれバ、びんほのひとほど、なをしんべして、
たつしやで、くらさしてもらわにやならん。」（52オ）
そこで神様ハ、人間の一バんなんぎする病のたねと、むほんの
ねへをきるとの御はなし。此やまいわ心から、みなできてくる。
じせつでハない、うんのわるでわない。みなめへめゑの心から、
おこる事ときかせられます。やまいわ八ツのほこりより、はじ
まる。そこで、此の八ツまよいをやめ、身びいき、みが」（52ウ）
つてせぬよふに、御はなしどふり、心をなをせバ、やまいのね
ゑわきれてしまう。かみさまの御ハなしどふりになれバ、やま
ず、よわらず、百十五才まての命とする、との御はなし。此か
らだわ、かみさまのかしものゆふへ、かみさまの御じゆうなり。
人間のおもふとうりにハなりやせん。神さまわ」（53オ）
月日様、すなわちをやさまなり。親様とわ、水と火なり。せカ
いのバんもつ、みな火と水とのをかげで、そだつる事ができる。
水と火との御とくをはなれて、そだつものハあるまい。人間ハ
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此ふたをやのをんかげで、でけたものであります。さすれバ、
せかい中ハ、一れつみなきやうだいなり。」（53ウ）
た人とゆうハさらになし。をやさまためにわ、みなこどもなり。
それしらず人間わ、われさいよけれバ、人わどうでもとをもい、
みびいき、みがてをだし、今日さゑよくバとおもい、あすのひ
もしらずにくらす、この子とも、おやのめよりみれバ、いじら
しいとの事。それ人間ハ、このをやの」（54オ）
ごをんをしらずして、だゝにちにち、いつもしゆふわでけるも
のと、をもう心ハみなちがう。人間のとふうるみちすじハ、か
みさまの御心にかなわず、それゆへに、ついにやまいとなり、
みがなやまにやならん。又かりものをかゑさにやならん。人間
ハしにゆくなぞと、ゆふけれども、しにゆくでわ」（54ウ）
ない、かりものをかゑすのや。それとても、ながくかりたる、
このカらだ、めゑへのつねに心ろゑちがいして、むねにほこ
り一ぱいつもらすゆゑ、かみさまわ、なかゑいりこんで、はた
らく事がでけんゆへ、よぎなく月日さまがしりぞきなさる。こ
れを、きものにたとゑて、はなしする。あかのつきたるものハ」
（55オ）
たれもきている事ハでけまい。ぬぎすてにやならん。それもを
なじ事。心にあかをつけるゆゑ、神様がぬぎすてなさるなり。
よつて、しんゆふかにやならん。これ、みなにちへの心をち
がうゆふゑに、はやく、かりものをかゑさにやならん。おやの
めゑよりみれば、にちへやむ事なく、なんぎする事ない」（55
ウ）
よふにと、をもうてするハはやくしぬよう、やむよふな事をし
て、じいみよ〈寿命〉のきりうりをしているよふなもの。それ
ゆへに、九十九才のじみよふをみぢかくして、はやくしなにや
ならん、かみ様のをはなしに、人間ハもふ五十やと、をもゑバ
このよをハ、なきものゝよふ、をもゑども、神のめゑにハ、まだ」
（56オ）
さきがあるとのをはなし。このたびわ、どうぞせかいの人間
百十五才じようみようと、さだめたいとの、をやさまのをもわ
くゆへ、いろへとくどうくへにかき、はなしをきかせるな
り、いけんするなり、これとても、にくさでわない、かわいゆ
ゑから、いけんするのや。めへへも、わが子ををもうてしや
んして」（56ウ）
みよ。どうぞ、わが子をまことの人にしたいゆへから、つらき
事もゆうてあろ。神様の心も同じ事。それに、をやのゆう事し
んじつきいて、めんへの、これまでとをりきたるところ、みな
わるかつたと、をもうて、神様へをわびして、心あらためて、た
がいたてやい、たすけやいの心になり、まことの心になり」（57オ）
まことの心になれバ、わがみのうちわ、どんななんぎも、これ
たすからんとゆふ事なし。心しだいなり。このたびハ神様が、
このよのたてかゑ、人間の心のいれかゑ、人間のむねのそうじ
するとの事。みづわ神とわをなじ事、心のよごれをあらいきる。
このはなしも、にんげんむねのほこりをそうじする」（57ウ）
なり。それゆへに、きとうするでなし、をがみするでなし。たゞ
をはなしいち上であります。此たびハ、やまいをなをすでハな
い、心をなをしの、しんしんなり。それゆへに、をはなしをよ

くきかせるなり。やまいとをもゑバ、くすりをのむべし。くす
りハやまいを、なをすなり。」（58オ）
神様ハ、これまでに、しうりこゑのほそみちに、いしやくすり、
をがみ、まじない、きうやはり、ゑきはんだん、いろへのほ
そ道につけてをひた。これもみな、もとなる神様のをしゑ下さ
れたる事なり。いままでハ人間こどもゆゑ、ちゑのしこみのた
め、かみやほとけやとて、金や木やカみでこしら」（58ウ）
ゑたるものを、をがみてきたなれども、此たびハ、人間ちゑの
しこみのため六千年、しよもつのしこみ四千年、もふ十分の人
間なり。こくげんきたり、ひも十分つみきたゆへ、とうも、か
ねや木や、かみのなかゑハ、月日がいりこむ事がでけんから、
そのほそみちのしうりこゑわ、じこくがをくれ」（59オ）
ているなり。さくもつにたとゑたら、あきにみをとらんため、
はるやなつニうちにこゑをして、あきがくれバ、もふこゑわき
くまい。そのごとく、もふこんどハ、まことしんじつの、みを
とる、との事。それゆへに、みなをはなしいち上で、みのうゑ
たすかる、これしよふこふなり。十年廿年も、いしやにかゝり」
（59ウ）
て、こふのふなきものが、このはなしきいて、みのうゑたすか
れバ、これだいいちしよこふなり。それなぞ、もうたがいのな
きために、をびやいち上ゆるしなり。やまとのぢバわゑゆきて、
をびやゆるしをいたゞけバ、はらをいらず、もたれものいらず、
どくゆふみいらず、つねのからだで」（60オ）
けがれなし。あんざんする。これしようこふゆふるしなり。せ
かいに、しよふこふだして、人とたすけするところ、またとあ
るまい。このよをの、もとなるいんねんあるゆへに、せかいに
ないたすけをするなり。このたびハしよもつによりて、あじめ
たでなく、ちしやがあみだし」（60ウ）
たでなく、もとなるをやさまが、せかいにない、みちをつけ、
人間のみぬこと、しらぬ事、みなといてきかする。よつて、う
そとをもへバうそになる。まことニをもゑバまことになる。う
そとをもうて、うたがゑば、ごりやくわなし。いまへでバ、
せかいぢううハ、みなこども、なにもしらずに、くらしている。
このたびハ、もと」（61オ）

この話はここまでで、以下は記されず、中途で終わっている。
61ウ〜 64オは、言葉の習作が書かれている。64ウ〜 65オに、
次の一文がある。

なるいんねん、よろずいさいを、みなといてきかし、せかいぢ
うハ、みな一とすじみちをきかして、まことの心になし、すい
なんも、くわなんも、びようきびよなんも、てんさいもないよ
ふに、さくぬみ□よにして、よふきくらしの、よふきづとめさ
すとの、をはなしゆへ、どうでいづれみな、このみちにつかに
やならん、まもらにや、心のかいりよふせにやならん。そむけバ、
みのうゑにあらわれて、なんぎせにやならんとの事。つゞしむ
べし。
※文中に現在使用されていない言葉があるが、歴史的文書の翻刻なの
で、原文に忠実を旨としていることをお断りしておく。


	GT135-p14最終_Part2.pdf
	GT135-p14最終_Part3

